
　　　　　　　　　主　　　　文

　　　　　本件上告を棄却する。

　　　　　上告費用は上告人の負担とする。

　　　　　　　　　理　　　　由

　上告代理人小泉幸雄の上告理由について。

　民法三八八条は、土地およびその上に存する建物が同一の所有者に属する場合に

おいて、その土地のみを抵当としたときに関する規定であるから、土地を抵当権設

定の目的物とした場合において、右設定当時において右土地上に建物がなく、その

後に建物が同土地上に建築されるに至つたときは、同条の適用のないことは明らか

である。この趣旨のもとにＤが本件土地に対する法定地上権を取得せず、したがつ

て、上告人も同人から法定地上権を承継取得する由がないものというべきである。

所論は独自の見解を述べるものであり、原判決には所論の違法はないから、論旨は

採用できない。

　よつて、民訴法四〇一条、九五条、八九条に従い、裁判官全員の一致で、主文の

とおり判決する。
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